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山口博物館では、博物館と学校・地域が連携しながら教育を推進するとともに、県民の皆様のご利用を

促進しています。 

博物館の物的・人的資源を有効に活用していただくために、MT(ミュージアムティーチャー)が行っている、

「出前授業」の申し込み方法、「ミニ博物館」の活用例について紹介します。 

Ｑ．「出前授業」の実施を検討しています。「希望する日を 3つまでお伝えください」とありますが、希望日

はどのように決めたらいいですか？ 

 

Ａ．山口県立山口博物館ホームページを開き、「教育支援」の画面右側にある「出前授業等利用状況」 

から、「大きなカレンダーで日程を確認する」を選んで、以下のことを確認してください。 

 

 右の図は、９月利用状況（９月１０日現在）の例です。 
 

      ①１２日（金）は、すでに「×」印がありますので、 

新しいお申込みはできません。 
 

②１３日（土）は、「△」印と「午前１件 柳井方面  

化石レプリカ」の記載があります。 

「柳井方面」の「午後」を希望日にすることができ、 

「化石レプリカづくり」を希望される場合、調整がしやすいことを表しています。 

＊ 講座の種類によっては、車に積む荷物が大変多く、同じ方面でもお断りすることがあります。 
 

③２０日（土）は空欄になっていますので、どの講座でも希望可能です。 

   

カレンダーには、予約が確定したものを記載しています。調整中の出前授業もありますので、あらかじ

め電話にて、お問い合わせをしていただきますようお願いします。 

    また、遠方の会場での出前授業については、博物館からの移動時間、１時間程度の準備時間も考慮

た上で、希望時間を設定していただけますようお願いします。 

◇◆◇出前授業の申し込みについてのＱ＆Ａ◇◆◇ 

出前授業等利用状況カレンダー 

① ② 

③ 
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このような活用も可能です！（例：地域ぐるみの「ミニ博物館」） 

（実施までの流れ） 
① 参観週間等、地域の方が、学校に来られる日を計画する。 

② 「出前授業」の仮予約（電話）の際に「ミニ博物館」を希望することをＭＴに伝える。 

③ 地域の方に「ミニ博物館」の開催をお知らせする。 

    ④ 予約した「出前授業」の前後の休み時間に、地域の方に開放した「ミニ博物館」を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      ＊ご不明な点は、当館担当へお問い合わせください。 

山口県立山口博物館の博物館学校地域連携教育支援事業では、博物館の重要な機能の一つである

「教育普及活動」を推進するため、地域に開かれた「ミニ博物館」の積極的なご活用をお願いしています。  

本年度は、おもに小学校を会場として開かれた１１件の「ミニ博物館」（９月１０日現在）のうち、６件で、

保護者の方や地域の方にも参加していただき、「本物に触れる体験」をお伝えしています。 

  また、「教材貸し出し」を利用された小・中学校が、その教材を用いて、「ミニ博物館」的な活動をする場

合のご相談もお受けしていますので、まずは、博物館にご連絡、ご相談ください。 

 

 

博物館の資材を地域連携等に役立ててみませんか ？ 

〇 児童・生徒と地域の方が一緒に楽しめる行事を企画したい。 

〇 地域の教育の核としての役割を考えている。 

「ミニ博物館」 

●「ミニ博物館」とは 

 ミニ博物館は、日頃「出前授業」や「教材貸出」で活用している 

博物館の教材資料を学校で展示し、小さな博物館として、より 

多くの方に、貴重な資料を見ていただく取組です。 

● 教材貸出との違い 

 ① ミニ博物館の教材資料の搬入・搬出はＭＴが行います。貸し出しに関する手続きは不要です。 

② ご希望によって、ＭＴが解説を行うことも可能です。 

 ③ 「ミニ博物館」の展示は、ＭＴが学校に訪問している時間内となります。 


